
　

　

３. すべての人に健康と福祉を

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
令

和
4
年
の
調
査
で
65
歳
以
上
の

認
知
症
と
軽
度
認
知
障
害
の
人

は
27
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、

誰
も
が
認
知
症
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
の
人
が
尊
厳
を
保
持

し
て
希
望
を
も
っ
て
生
活
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
認
知
症

の
人
と
そ
の
家
族
へ
の
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

香
取
麻
里
氏
か
ら
皆
さ
ん

香
取
麻
里
氏
か
ら
皆
さ
ん

へへ
　
「
認
知
症
は
、
痛
み
や
か
ゆ

み
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
傷

が
あ
っ
た
り
包
帯
を
し
て
い
る

わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
本
人
も
自
覚
し
づ
ら
く
、

認
知
症

認
知
症
に
な
っ
て
も
、

に
な
っ
て
も
、

安
心
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に

家
族
や
周
囲
の
人
も
気
が
つ
き

に
く
い
の
で
す
。
加
齢
に
よ
る

も
の
忘
れ
と
認
知
症
の
初
期
症

状
は
区
別
が
し
づ
ら
く
、
受
診

に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
。
目
に
見
え
な
い
か

ら
こ
そ
、
「
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
」
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
人
は
自
分
の
で
き

な
い
と
こ
ろ
を
補
う
方
法
を
覚

え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
で

き
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
、

さ
り
げ
な
く
援
助
し
て
く
れ
る

「
人
」
が
必
要
で
す
。
認
知
症

は
家
族
も
不
安
に
な
り
ま
す
が
、

本
人
が
一
番
不
安
に
な
り
ま
す
。

本
人
が
「
あ
れ
？
」
と
一
番
に

お
か
し
い
と
気
づ
く
こ
と
が
多

い
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
不
安

を
家
族
や
周
囲
に
う
ま
く
伝
え

ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

安
心
で
き
る
「
場
所
」
や

「
人
」
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

が
、
認
知
症
の
人
や
家
族
に
と

っ
て
、
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
」

　
　
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主

任
介
護
支
援
専
門
員
が
配
置
さ

れ
、
市
内
に
7
か
所
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
認
知
症
を
は
じ
め
と
し
て
介

護
に
関
す
る
相
談
、
地
域
の
介

護
予
防
の
活
動
の
紹
介
な
ど
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い

た
め
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
１
・
２
・
９
・
10
・
14
区

担
当
＝
山
育
会
（
☎
46
６
０
６

６
）　

▼
３
・
４
・
５
・
８
区

担
当
＝
社
協
（
☎
46
４
４
１

１
）

▼
６
・
７
・
17
区

担
当
＝
菱
風
園
（
☎
32
３
３
２

１
）

▼
11
～
13
区

担
当
＝
ユ
ー
ト
ピ
ア
広
沢
（
☎

53
１
１
１
４
）

▼
16
区

担
当
＝
思
い
や
り
（
☎
32
５
８

８
９
）

▼
22
区

担
当
＝
思
い
や
り
黒
保
根
（
☎

46
８
８
４
７
）

▼
19
～
21
区

担
当
＝
に
い
さ
と
（
☎
74
３
０

３
２
）

▼
15
・
18
区

担
当
＝
の
ぞ
み
の
苑
（
☎
54
９

５
３
７
）

　
　
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
が
専
門

医
へ
の
受
診
が
で
き
な
い
、
ど

の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
か

分
か
ら
な
い
な
ど
の
相
談
に
対

し
て
、
医
療
と
介
護
の
専
門
職

員
が
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
と
協

力
し
て
支
援
し
ま
す
。

場
所
＝
在
宅
医
療
介
護
連
携
セ

ン
タ
ー
き
り
ゅ
う
（
元
宿
町
、

桐
生
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
地

下
1
階
）

問
い
合
わ
せ
＝
在
宅
医
療
介
護

連
携
セ
ン
タ
ー
き
り
ゅ
う
（
☎

32
５
２
２
２
）

桐
生
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

桐
生
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

認知症サポート団体
「紡～ t

ツ ム グ
sumugu～」

によるお出掛けイベ
ントの様子
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こんにちは
市長です

　
「
子
ど
も
が
つ
く
る
ま
ち　
ミ

ニ
き
り
ゅ
う
２
０
２
４
」
が
11
月

9
日
（
土
）
・
10
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
ミ
ニ
き
り
ゅ
う
市
長
は
、

参
加
し
た
す
べ
て
の
子
ど
も
が

「
１
分
１
秒
を
最
高
に
楽
し
む
」

こ
と
が
で
き
る
ミ
ニ
き
り
ゅ
う
の

実
現
を
公
約
に
掲
げ
、
ミ
ニ
き
り

ゅ
う
専
用
通
貨
（
ミ
ニ
ル
）
を
使

わ
な
く
て
も
楽
し
め
る
ブ
ー
ス
の

設
置
や
低
学
年
で
も
安
心
し
て
参

加
で
き
る
工
夫
を
す
る
な
ど
、
子

ど
も
会
議
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
ミ
ニ
き
り
ゅ
う
」
も
４
回
目

と
な
り
、
参
加
者
数
は
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
参
加
者
が
、

働
く
こ
と
の
楽
し
さ
や
社
会
の
仕

組
み
、
お
金
の
大
切
さ
な
ど
、
多

く
を
学
ん
で
く
れ
る
と
と
も
に
、

「
ミ
ニ
き
り
ゅ
う
」
を
通
じ
て
、

桐
生
を
好
き
な
子
ど
も
が
増
え
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
桐
生
市
長　
荒
木　
恵
司

も
っ
と
桐
生
が
好
き
に
な
る

「
ミ
ニ
き
り
ゅ
う
２
０
２
４
」

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
iryu N

ew
s

特
集

　　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、

地
域
の
人
な
ど
だ
れ
で
も
気
軽

に
集
い
、
情
報
交
換
や
相
談
が

で
き
る
場
所
で
す
。
詳
し
く
は
、

下
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　　　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、

認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
と
理
解
を
持
ち
、
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
を
で
き
る
範
囲

で
応
援
す
る
人
で
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
で
き
る

こ
と
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
、
通
学
す
る
10
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ

▼
対
象
と
な
る
組
織
や
団
体

（
例
）

①
自
治
会
、
町
内
会
、
子
ど
も　
　

　
会
な
ど
の
自
治
組
織

②
企
業
、
商
店
組
織
、
商
工
会　

　
な
ど
の
職
域
組
織

③
小
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、

　
専
門
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

受
講
方
法
＝
生
き
生
き
市
役
所

出
前
講
座
ナ
ン
バ
ー
56
「
認
知

症
を
正
し
く
知
ろ
う
～
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し
ょ
う

～
」
の
注
文
票
を
生
涯
学
習
課

（
市
役
所
４
階
）
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
オ
ン

ラ
イ
ン
（Z

ズ

ー

ム

oom

）
に
よ
る
受

講
も
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
長

寿
支
援
係
（
☎
44
８
２
１
５
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
認
知
症
の
基
礎
知
識
、
地
域

で
認
知
症
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
る
人
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。

　
ま
た
、
参
加
者
に
は
改
訂
版

の
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
（
認
知
症

に
な
っ
た
人
や
そ
の
家
族
へ
の

手
引
き
）
を
配
布
し
ま
す
。

期
日
＝
12
月
21
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
か
ら
11
時
30

分
（
受
付
は
午
前
9
時
30
分
か

ら
）

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館

ス
カ
イ
ホ
ー
ル

第
1
部

基
調
講
演
「
認
知
症
に
つ
い

て
」

講
師
＝
北
川
隆
太
氏
（
北
川
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
・
認
知

症
サ
ポ
ー
ト
医
）

第
２
部

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
リ
ス
ト
＝
蛭
間
好
江
氏

（
な
か
よ
し
カ
フ
ェ
）
、
秦
一

男
氏
（
紡
～tsum

ugu

～
隊

長
）
、
二
宮
好
子
氏
（
紡
～

tsum
ugu

～
リ
ー
ダ
ー
）
ほ

か対
象
＝
認
知
症
に
興
味
の
あ
る

人募
集
人
数
＝
１
０
０
人
（
先
着

順
）

申
し
込
み
＝
電
話
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
の

い
ず
れ
か
か
ら
、
在
宅
医
療
介

護
連
携
セ
ン
タ
ー
き
り
ゅ
う

（
☎
32
５
２
２
２
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
32
５
２
２
３
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申

し
込
む
場
合
は
、

下
の
二
次
元
コ

ー
ド
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
読
み
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

紡
～tsum

ugu

～
隊
長

秦
一
男
氏
か
ら
皆
さ
ん
へ

　
「
認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可

能
性
が
あ
る
か
ら
き
ち
ん
と
向

き
合
う
こ
と
が
大
事
。
認
知
症

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
方

が
、
何
か
動
き
始
め
る
き
っ
か

け
と
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
」

3 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）




